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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底板と、
　前記底板に連設された前壁および後壁と、
　前記底板の側縁部に連設された左下側壁および右下側壁と、
　前記前壁の上縁部に連設された頂板と、
　前記頂板の側縁部に連設された左上側壁および右上側壁と、を備え、
　前記頂板には、前記前壁に連設された前頂板と、前記前頂板の後縁部に中折線を介して
連設された後頂板と、が形成されており、
　前記前壁には前記頂板を開封するための前カット線が設けられ、
　前記後壁には前記頂板を開封するための後カット線が設けられ、
　前記頂板の表面と裏面とには、広告に関する表示が施されており、
　前記左上側壁は、前記頂板の側縁部としての左縁部に左切込線を介して連設されており
、
　前記右上側壁は、前記頂板の側縁部としての右縁部に右切込線を介して連設されており
、
　前記頂板は、前記左切込線において前記左上側壁から切り離されるとともに、前記右切
込線において前記右上側壁から切り離されることを特徴とする包装箱。
【請求項２】
　前記頂板には、前記中折線で前記頂板を折り曲げた際に前記前頂板に一体となって起立
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する広告部が設けられていることを特徴とする請求項１に記載の包装箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、包装箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、袋入り菓子等の食品の輸送、およびそれらの店頭展示に兼用できる包装箱として
、特許文献１に開示されたものが知られている。
　この包装箱は、店頭陳列時に前面側から後面側に上蓋板を開き、上蓋板の上部を下部の
裏面に折り重ねた状態で後面側に起立させることで、陳列用のトレイとして使用すること
が可能である。
　この包装箱によれば、包装箱の表面に印刷された商品の印刷表示を利用して、店頭で人
目を引く展示販売を行うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開昭６１－１４７７１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記した従来の包装箱では、包装箱の表面に印刷された商品の印刷表示のみを利用する
展示であるため、展示パターンがワンパターンであり、その改善が望まれていた。
【０００５】
　本発明は、前記した課題を解決し、表面または裏面の広告に関する表示を利用した展示
が可能であり、人目を引く展示販売効果を期待できる包装箱を提供することを課題とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　このような課題を解決する本発明の包装箱は、底板と、前記底板に連設された前壁およ
び後壁と、前記底板の側縁部に連設された左下側壁および右下側壁と、前記前壁の上縁部
に連設された頂板と、前記頂板の側縁部に連設された左上側壁および右上側壁と、を備え
、前記頂板には、前記前壁に連設された前頂板と、前記前頂板の後縁部に中折線を介して
連設された後頂板と、が形成されており、前記前壁には前記頂板を開封するための前カッ
ト線が設けられ、前記後壁には前記頂板を開封するための後カット線が設けられ、前記頂
板の表面と裏面とには、広告に関する表示が施されており、前記左上側壁は、前記頂板の
側縁部としての左縁部に左切込線を介して連設されており、前記右上側壁は、前記頂板の
側縁部としての右縁部に右切込線を介して連設されており、前記頂板は、前記左切込線に
おいて前記左上側壁から切り離されるとともに、前記右切込線において前記右上側壁から
切り離されることを特徴とする。
【０００７】
　本発明の包装箱では、店頭陳列時に、前カット線で切り離して頂板を開け、前頂板の裏
面が後頂板の裏面に重なるように中折線に沿って頂板を折り曲げると、前頂板に表面の広
告が表示された陳列用のトレイとして使用することができる。
　また、これとは反対に、後カット線で切り離して頂板を開け、後頂板の表面が前頂板の
表面に重なるように中折線に沿って頂板を折り曲げると、前頂板に裏面の広告が表示され
た陳列用のトレイとして使用することができる。
【０００８】
　また、前記頂板に、前記中折線で前記頂板を折り曲げた際に前記前頂板に一体となって
起立する広告部を設けるとよい。広告部を設けることで、広告部に表面の広告や裏面の広
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告が表示された陳列用のトレイとして使用することができる。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の包装箱では、表面または裏面の広告に関する表示を利用した展示が可能であり
、人目を引く展示販売効果を期待できる包装箱が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第一実施形態の包装箱を示す図であり、（ａ）は前壁側から見た斜視図、（ｂ）
は後壁側から見た斜視図である。
【図２】第一実施形態の包装箱の展開図である。
【図３】第一実施形態の包装箱において、前壁、後壁および頂板を立ち上げた状態を後壁
側から見た斜視図である。
【図４】第一実施形態の包装箱において、前壁側から開封した状態を示す斜視図である。
【図５】第一実施形態の包装箱において、前壁側から後壁側へ向けて頂板を開いた状態を
示す斜視図である。
【図６】第一実施形態の包装箱において、後頂板の裏面に前頂板の裏面が重なるように折
線に沿って頂板を二つ折りするときの様子を示す斜視図である。
【図７】第一実施形態の包装箱において、前頂板および広告部に表面の広告が表示された
陳列用トレイとした状態を示す斜視図である。
【図８】第一実施形態の包装箱において、後壁側から開封した状態を示す斜視図である。
【図９】第一実施形態の包装箱において、後壁側から前壁側へ向けて頂板を開いた状態を
示す斜視図である。
【図１０】第一実施形態の包装箱において、前頂板の表面に後頂板の表面が重なるように
折線に沿って頂板を二つ折りするときの様子を示す斜視図である。
【図１１】第一実施形態の包装箱において、前頂板および広告部に裏面の広告が表示され
た陳列用トレイとした状態を示す斜視図である。
【図１２】第二実施形態の包装箱を示す図であり、（ａ）は前壁側から見た斜視図、（ｂ
）は後壁側から見た斜視図である。
【図１３】第二実施形態の包装箱の展開図である。
【図１４】第二実施形態の包装箱において、前頂板および広告部に表面の広告が表示され
た陳列用トレイとした状態を示す斜視図である。
【図１５】第二実施形態の包装箱において、前頂板および広告部に裏面の広告が表示され
た陳列用トレイとした状態を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態について詳細に説明する。なお、同一の要
素には同一の符号を付し、重複する説明は省略する。
（第１実施形態）
　本実施形態の包装箱１は、図３に示すように、底板１０と、底板１０に連設された前壁
２０および後壁３０と、底板１０の側縁部に連設された左下側壁４０Ａおよび右下側壁４
０Ｂと、前壁２０の上縁部に連設された頂板５０と、頂板５０の側縁部に連設された左上
側壁６０Ａおよび右上側壁６０Ｂと、を備えている。
　包装箱１には、これらの要素によって囲まれた内部空間が形成されている。この内部空
間は、収容物を収容するための空間である。
　なお、以下の説明において、前後左右上下方向は、図１（ａ）に示す包装箱１の状態を
基準としている。
【００１２】
　包装箱１は、図２に示すように、一枚のシートを切り抜いたブランクシートＳを用いて
形成されている。
　ブランクシートＳは、ライナーを波状に加工された中芯と接着剤を介して貼合すること
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によって得られる段ボールからなり、その表面Ｆと裏面Ｒ（図３参照）との両面には、収
容物の広告に関する表示（印刷、不図示）が施されている。ブランクシートＳを形成する
場合には、表面Ｆ側となる表側ライナーと裏面Ｒ側となる裏側ライナーを任意の方法で印
刷しておき、中芯、裏側ライナーの順で貼合して段ボールを形成してもよい。また、表面
側Ｆ側となる表側ライナーのみ予め印刷しておき、中芯、裏側ライナーの順で貼合して段
ボールを形成した後、裏面Ｒ側に印刷等を施してもよい。あるいは、段ボールが形成され
た後に、両面を印刷するようにしてもよい。なお、ブランクシートＳは、頂板５０の表面
Ｆおよび裏面Ｒのみに印刷が施されていてもよい。
【００１３】
　図２に示すブランクシートＳは裏面Ｒ側が見えるように配置されている。そして、ブラ
ンクシートＳを裏面Ｒ側が見えるように配置した状態から、各折線において９０度の角度
で谷折りすることで、図１（ａ）（ｂ）に示す包装箱１が形成される。そして、包装箱１
の表面Ｆには、表面Ｆ側の広告が表示される。
【００１４】
　ブランクシートＳの各折線（罫線）は、ブランクシートＳの裏面Ｒを押し込んで形成さ
れた線状の溝（押し罫線）である。押し罫線に沿って、点線状の切り込みを形成した場合
には、折線においてブランクシートＳを折り曲げ易くなる。
【００１５】
　底板１０は、図３に示すように、長方形に形成されており、前後方向の長さよりも左右
方向の長さが大きく形成されている（図２参照）。
【００１６】
　図２に示すように、前壁２０は、底板１０の前縁部に折線Ｌ１を介して連設されている
。前壁２０の左右縁部には、折線Ｌ１に直交する折線Ｌ２，Ｌ３（図３参照）が形成され
ている。そして、前壁２０の左右縁部には、折線Ｌ２を介して左前フラップ２１が連設さ
れ、折線Ｌ３を介して右前フラップ２２が連設されている。左前フラップ２１は、左下側
壁４０Ａおよび左上側壁６０Ａの裏面Ｒに重なる部位である。右前フラップ２２は、右下
側壁４０Ｂおよび右上側壁６０Ｂの裏面Ｒに重なる部位である。
　折線Ｌ２，Ｌ３の略上半分側には、それぞれ点線状（ミシン目状）の切込部Ｌ２ａ，Ｌ
３ａが形成されている。
【００１７】
　前壁２０には、左右方向（長手方向）に延びるカットテープ２３が設けられている。カ
ットテープ２３は、前壁２０を上下に分割して開封する引裂帯として機能する。前壁２０
の中央部にはカットテープ２３を横断するようにして、略Ｈ字形の切れ目２４が形成され
ている。
　カットテープ２３の左右部分は、折線Ｌ２，Ｌ３の切込部Ｌ２ａ，Ｌ３ａに接続されて
いる。本実施形態では、カットテープ２３および切込部Ｌ２ａ，Ｌ３ａが特許請求項の範
囲における「前カット線」に相当する。なお、カットテープ２３は、人の手で段ボールを
摘み挙げて引きちぎることが可能な強度を有している。カットテープ２３は、ブランクシ
ートＳの状態で貼着される。
【００１８】
　後壁３０は、底板１０の後縁部に折線Ｌ４を介して連設されている。後壁３０の左右縁
部には、図３にも示すように、折線Ｌ１に直交する折線Ｌ５，Ｌ６（図２参照）が形成さ
れている。そして、後壁３０の左右縁部には、折線Ｌ５を介して左後フラップ３１および
折線Ｌ６を介して右後フラップ３２が連設されている。左後フラップ３１は、左下側壁４
０Ａおよび左上側壁６０Ａの裏面Ｒに重なる部位である。右後フラップ３２は、右下側壁
４０Ｂおよび右上側壁６０Ｂの裏面Ｒに重なる部位である。
　折線Ｌ５，Ｌ６の略上半分側には、それぞれ点線状（ミシン目状）の切込部Ｌ５ａ，Ｌ
６ａが形成されている。
【００１９】
　後壁３０には、左右方向（長手方向）に延び、後壁３０を上下に分割するカットテープ
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３３が設けられている。後壁３０の中央部にはカットテープ３３を横断するようにして、
略Ｈ字形の切れ目３４が形成されている。
　カットテープ３３の左右部分は、折線Ｌ５，Ｌ６の切込部Ｌ５ａ，Ｌ６ａに接続されて
いる。本実施形態では、カットテープ３３および切込部Ｌ５ａ，Ｌ６ａが特許請求項の範
囲における「後カット線」に相当する。
　後壁３０の上縁部には折線Ｌ４と平行な折線Ｌ７が形成されている。後壁３０の上縁部
には、折線Ｌ７を介してのり代３５が連設されている。のり代３５には、図示しない接着
剤を介して頂板５０の後端の裏面Ｒが接着される。
【００２０】
　底板１０の左縁部には折線Ｌ１に直交する折線Ｌ１２が形成されている。左下側壁４０
Ａは、この折線Ｌ１２を介して底板１０の左縁部に連設されている。底板１０の右縁部に
は折線Ｌ１に直交する折線Ｌ１３が形成されている。右下側壁４０Ｂは、この折線Ｌ１３
を介して底板１０の右縁部に連設されている。
【００２１】
　前壁２０の上縁部には折線Ｌ１と平行な折線Ｌ８が形成されている。頂板５０は、この
折線Ｌ８を介して前壁２０の上縁部に連設されている。頂板５０には、前壁２０に連設さ
れた前頂板５０Ａと、前頂板５０Ａの後縁部に中折線Ｌ１１，Ｌ１１および切込線５１ａ
を介して連設された後頂板５０Ｂとが形成されている。中折線Ｌ１１，Ｌ１１は、折線Ｌ
８に平行であり、頂板５０の左右方向に一直線上に配置されている。切込線５１ａは、半
円形状である。切込線５１ａの左端は、左側の中折線Ｌ１１に接続されており、切込線５
１ａの右端は、右側の中折線Ｌ１１に連続している。前頂板５０Ａには、切込線５１ａで
切り離される半円形状の広告部５１が連設されている。頂板５０は、これらの中折線Ｌ１
１，Ｌ１１および切込線５１ａを境にして、前頂板５０Ａと後頂板５０Ｂとに折り曲げ可
能（２つ折り可能）である（図６，図７参照）。
　広告部５１は、中折線Ｌ１１，Ｌ１１を境にして頂板５０を前後方向に折り曲げた際に
、前頂板５０Ａと一体となって起立可能である（図７，図１１参照）。
【００２２】
　頂板５０の左縁部には、折線Ｌ８に直交する点線状（ミシン目状）の左切込線Ｌ９が形
成されている。左上側壁６０Ａは、この左切込線Ｌ９を介して頂板５０の左縁部に連設さ
れている。頂板５０の右縁部には、折線Ｌ８に直交する右切込線Ｌ１０が形成されている
。右上側壁６０Ｂは、この右切込線Ｌ１０を介して頂板５０の右縁部に連設されている。
【００２３】
　なお、左上側壁６０Ａと左下側壁４０Ａとは、包装箱１の左側部において上下方向の中
間位置で突き合わされている（図１（ａ）参照）。また、右上側壁６０Ｂと右下側壁４０
Ｂとは、包装箱１の右側部において上下方向の中間位置で突き合わされている（図１（ｂ
）参照）。
【００２４】
　左切込線Ｌ９の前端と右切込線Ｌ１０の前端とは、切込部Ｌ２ａ、カットテープ２３お
よび切込部Ｌ３ａを通じて接続される。また、左切込線Ｌ９の後端と右切込線Ｌ１０の後
端とは、切込部Ｌ５ａ、カットテープ３３および切込部Ｌ６ａを通じて接続される。
　頂板５０は、カットテープ２３で前壁２０を上下に分離し、前壁２０ａを上方に引き上
げることにより、切込部Ｌ２ａ，Ｌ３ａ、左切込線Ｌ９、および右切込線Ｌ１０を介して
、前側から後側へ開封可能である（図４，図５参照）。
　一方、頂板５０は、カットテープ３３で後壁３０を上下に分離し、後壁３０ａを上方に
引き上げることにより、切込部Ｌ５ａ，Ｌ６ａ、左切込線Ｌ９、および右切込線Ｌ１０を
介して、後側から前側へ開封可能である（図８，図９参照）。
　つまり、頂板５０は、前側または後側の二つの側から開封することができる。
【００２５】
　次に、図２に示すブランクシートＳから図１（ａ）（ｂ）に示す包装箱１を組み立てる
手順について説明する。
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　まず、図３に示すように、前壁２０および後壁３０を、折線Ｌ１，Ｌ４で底板１０に対
し９０度折り曲げ、前壁２０および頂板５０を一体的に立ち上げるとともに、後壁３０を
立ち上げる。
　また、前壁２０の左前フラップ２１および右前フラップ２２を、折線Ｌ２（Ｌ２ａ），
Ｌ３（Ｌ３ａ）で前壁２０に対し９０度折り曲げる。
　同様に、後壁３０の左後フラップ３１および右後フラップ３２を、折線Ｌ５（Ｌ５ａ）
，Ｌ６（Ｌ６ａ）で後壁３０に対し９０度折り曲げる。
【００２６】
　続いて、左下側壁４０Ａを、折線Ｌ１２で底板１０に対して９０度折り曲げ、左前フラ
ップ２１および左後フラップ３１の表面に重ねて図示しない接着剤で接着する。同様に、
右下側壁４０Ｂを、折線Ｌ１３で底板１０に対し９０度折り曲げ、右前フラップ２２およ
び右後フラップ３２の表面に重ねて図示しない接着剤で接着する。
【００２７】
　その後、頂板５０を折線Ｌ８で前壁２０に対し９０度折り曲げるとともに、のり代３５
を、折線Ｌ７で後壁３０に対し９０度折り曲げる。そして、頂板５０の後端の裏面Ｒを図
示しない接着剤でのり代３５に接着する。
【００２８】
　また、左上側壁６０Ａを左切込線Ｌ９で頂板５０に対し９０度折り曲げ、左前フラップ
２１および左後フラップ３１の表面に重ねて図示しない接着剤で接着する。同様に、右上
側壁６０Ｂを右切込線Ｌ１０で頂板５０に対し９０度折り曲げ、右前フラップ２２および
右後フラップ３２の表面に重ねて図示しない接着剤で接着する。
　このようにして、図１（ａ）（ｂ）に示すように、包装箱１の組み立てが完了する。
【００２９】
　次に、包装箱１を陳列用のトレイとして使用する際の手順について説明する。
　まず、図４に示すように、前壁２０の切れ目２４に指（不図示）を挿入し、カットテー
プ２３（図２参照、以下同じ）に沿って前壁２０を左右に切り開く。そうすると、カット
テープ２３を介して、図５に示すように、前壁２０が上側の前壁２０ａと下側の前壁２０
ｂとに分離される。
【００３０】
　その後、切込部Ｌ２ａ，Ｌ３ａにおいて、上側の前壁２０ａを、左前フラップ２１およ
び右前フラップ２２から分離しつつ上方へ持ち上げる。これにより、左上側壁６０Ａと頂
板５０とが左切込線Ｌ９で切り離され、また、右上側壁６０Ｂと頂板５０とが右切込線Ｌ
１０で切り離され、頂板５０が開封される（図６参照）。
【００３１】
　その後、図６に示すように、切込線５１ａにおいて広告部５１を後頂板５０Ｂから切り
離し、前頂板５０Ａの裏面Ｒが後頂板５０Ｂの裏面Ｒに重なるように中折線Ｌ１１，Ｌ１
１に沿って頂板５０を折り曲げる（内側に二つ折りにする）。
　そうすると、図７に示すように、広告部５１が前頂板５０Ａと一体に起立した状態とな
る。これにより、包装箱１を、前頂板５０Ａおよび広告部５１に表面Ｆの広告が表示され
た陳列用のトレイとして使用することができる。
【００３２】
　一方、これとは反対に、図８に示すように、後壁３０のカットテープ３３（図２参照、
以下同じ）を切り開いた場合には、次のような手順で陳列用トレイとして使用する。
　図９に示すように、カットテープ３３を介して後壁３０を後壁３０ａと後壁３０ｂとに
分離した後、切込部Ｌ５ａ，Ｌ６ａを介して、後壁３０ａを、左後フラップ３１および右
後フラップ３２から分離する。
　その後、頂板５０を上方へ持ち上げる。これにより、左上側壁６０Ａと頂板５０とが左
切込線Ｌ９で切り離され、また、右上側壁６０Ｂと頂板５０とが右切込線Ｌ１０で切り離
され、頂板５０が開封される（図１０参照）。
【００３３】
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　その後、図１０に示すように、切込線５１ａを介して広告部５１を後頂板５０Ｂから切
り離し、前頂板５０Ａの表面Ｆに後頂板５０Ｂの表面Ｆが重なるように中折線Ｌ１１，Ｌ
１１に沿って頂板５０を折り曲げる（外側に二つ折りにする）。
　そうすると、図１１に示すように、広告部５１が前頂板５０Ａと一体に起立した状態と
なる。これにより、包装箱１を、前頂板５０Ａおよび広告部５１に裏面Ｒの広告が表示さ
れた陳列用のトレイとして使用することができる。
【００３４】
　以上説明した本実施形態の包装箱１によれば、異なる方向から頂板５０を開封すること
により、表面Ｆの広告の表示または裏面Ｒの広告の表示を利用した展示が可能となり、人
目を引く展示販売効果を期待できる。
【００３５】
（第２実施形態）
　次に第２実施形態の包装箱について説明する。
　本実施形態が前記第１実施形態と異なるところは、カットテープ２３，３３に代えて、
前壁２０および後壁３０に前カット線２３Ａおよび後カット線３３Ａを直接設けた点であ
る。
【００３６】
　前カット線２３Ａおよび後カット線３３Ａは、図１２（ａ）（ｂ）、図１３に示すよう
に、中央部に形成された半円状の円弧部６１と、円弧部６１から左右に延在している直線
部６２とからなる。円弧部６１は、図示しない指で押し込むことにより切り離され、頂板
５０を開封する際の指掛け部として機能する。直線部６２は、左切込線Ｌ９および右切込
線Ｌ１０に連続している。
【００３７】
　前カット線２３Ａにより、前壁２０は、前壁２０ａと前壁２０ｂとに分離可能である。
また、後カット線３３Ａにより、後壁３０は、後壁３０ａと後壁３０ｂとに分離可能であ
る。
【００３８】
　陳列時に、図１４に示すように、前カット線２３Ａ、左切込線Ｌ９および右切込線Ｌ１
０で頂板５０を開封し、前頂板５０Ａの裏面Ｒを後頂板５０Ｂの裏面Ｒに重ねると、広告
部５１が前頂板５０Ａと一体に起立した状態となる。これにより、包装箱１を、前頂板５
０Ａおよび広告部５１に表面Ｆの広告が表示された陳列用のトレイとして使用することが
できる。
【００３９】
　また、図１５に示すように、後カット線３３Ａ、左切込線Ｌ９および右切込線Ｌ１０で
頂板５０を開封し、前頂板５０Ａの表面Ｆを後頂板５０Ｂの表面Ｆに重ねると、広告部５
１が前頂板５０Ａと一体に起立した状態となる。これにより、包装箱１を、前頂板５０Ａ
および広告部５１に裏面Ｒの広告が表示された陳列用のトレイとして使用することができ
る。
【００４０】
　以上説明した本実施形態の包装箱１によれば、前記した第１実施形態と同様に、異なる
方向から頂板５０を開封することにより、表面Ｆの広告の表示または裏面Ｒの広告の表示
を利用した展示が可能となり、人目を引く展示販売効果を期待できる。
【００４１】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は前記実施形態に限定されること
なく、その趣旨を逸脱しない範囲で適宜に変更が可能である。
　前記各実施形態の包装箱１は、段ボールからなるブランクシートＳの表面Ｆと裏面Ｒと
の両面に表示（印刷）が施されたものを用いて形成されているが、一枚の板紙の表面と裏
面との両面に表示（印刷）が施されたシートを用いて形成してもよい。
【００４２】
　また、前記第１実施形態では、切込部Ｌ２ａ，Ｌ３ａを折線Ｌ２，Ｌ３の延長上に設け
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の面内に設けてもよい。
　また、前カット線２３Ａは、少なくとも一部が前壁２０と頂板５０との角部（折線Ｌ８
上）を通るように形成してもよい。同様に後カット線３３Ａは、少なくとも一部が後壁３
０と頂板５０との角部（のり代３５の折線Ｌ７）を通るように形成してもよい。
【００４３】
　また、各実施形態において、広告部５１は、半円形状のものを示したが、これに限られ
ることはなく、頂板５０の折り曲げ時に起立して表示可能なものであれば種々の形状を採
用し得る。
【符号の説明】
【００４５】
　１　　　包装箱
　１０　　底板
　２０　　前壁
　２３，３３　　カットテープ（前カット線、後カット線）
　２３Ａ　前カット線
　３３Ａ　後カット線
　３０　　後壁
　４０Ａ　左下側壁
　４０Ｂ　右下側壁
　５０　　頂板
　５０Ａ　前頂板
　５０Ｂ　後頂板
　５１　　広告部
　６０Ａ　左上側壁
　６０Ｂ　右上側壁
　Ｆ　　　表面
　Ｒ　　　裏面
　Ｌ２ａ，Ｌ３ａ　切込部（前カット線）
　Ｌ５ａ，Ｌ６ａ　切込部（後カット線）
　Ｓ　　　ブランクシート
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